
東田MaaSプロジェクト概要

１． 背景と目的

２．目標

３．STEP1実現に向けた取り組み状況

４．推進日程

STEP1（～2024）
狭域MaaS： 東田地区の移動手段と移動サービスの構築
STEP2（～2027）
中域MaaS： 東田周辺地域の移動サービスと交通システム構築
STEP3（～2030）
広域MaaS： 小倉、黒崎、福岡方面との往来移動サービス構築

‘２２春大型アウトレットモールが開業。また、科学館の移転新設など市のミュージアムパーク事業も並行して
推進され「文化施設とショッピングが融合した一大拠点」が誕生し、数百万人規模の来訪が予測される。併せ
て、本市では、国が公募しているスーパーシティ構想について、東田地区での実現に向けた提案を検討しており、
「新たな街づくり」への期待が高まっている。

新たな街づくりに向け東田MaaSプロジェクトを設立し「移動・交通分野」課題解決に取り組む
・東田地区の回遊性向上による地区の魅力向上
・渋滞解消、アクセスの利便性向上など周辺の交通流円滑化による地域との共存共栄
・小倉、黒崎との往来性向上による北九州市の魅力向上

＜STEP1 の概要（’22年度より開始）＞
① デマンド巡回バス

② パーソナルモビリティ

③ MaaSプラットフォームを活用したサービス

・バス停～施設内にシーム
レスな運行
・自立走行による
「お迎え」「帰巣」

・状況に応じてダイヤ・経路
をフレキシブルに変更
・スマートバス停
・自動運転化

取り組み 狙い

１ NPO法人IZANAGI 設立 専門家参加による東田MaaSコンセプト作成およびプラットフォーム構築

２ 東田モビリティ協議会 設立 地域関係団体、市との協議体制構築

３ 東田MaaS企画書策定 東田MaaSプロジェクトの具体化

４ 人流・交通流計測システム開発 東田MaaSプラットフォームの基盤構築

５ 北九州市スーパーシティへの参画 「移動・交通」分野に参画し市との協力体制確立と規制改革実現

６ 北九州未来創造芸術祭ART for SDGｓ参画 祭の回遊性向上とモビリティのニーズ・安全性確認、課題抽出や認知度向上

７ 国プロジェクト等助成金への応募 実証実験など遂行に必要な費用確保

委員

ＮＰＯ法人 里山を考える会（※）

ＮＰＯ法人 Ｉ‐ＤＯ（※）

ＮＰＯ法人 ＩＺＡＮＡＧＩ（※）

八幡東田まちづくり連絡会

北九州市立自然史・歴史博物館

北九州市環境ミュージアム

（公財）北九州産業学術推進機構（※）

＜東田モビリティ協議会体制＞

高校

★
スーパーシティ採択

★
IZANAGI設立

公益財団法人
北九州産業学術推進機構

’21年度は体制の拡充、費用の確保を含め、実証実験#1,#2に向け準備を進める

★
企画書

★
ART for SDGｓ

★
国交省助成採択

★
ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙ開業

★
モビリティ協議会設立

スーパーシティ応募

国プロ等への応募

実証実験＃１ 実証実験＃2

実証実験＃0

実証実験 準備

・バス、PMV調達
・警察、運輸局調整
・インフラ整備
・人流、交通流調査解析
・データプラットフォーム構築 など STEP1

★
新科学館

ILY-Ai：アイシン精機 WHILL：
コンピューター
サイエンス
研究所

eCOM10

※東田MaaSプロジェクトの実施主体（R3.7現在）
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新委員（案）

（株）光タクシー

イオンモール 八幡東

（株）コンピュータサイエンス研究所

北九州市
市民文化スポーツ局文化企画課
北九州市
建築都市局都市交通政策課
北九州市
建築都市局都市再生企画課
北九州市
産業経済局企業立地支援課

オブザーバー

西日本鉄道（株）

西鉄バス北九州（株）

北九州市
企画調整局地方創生推進室

北九州市八幡東区役所
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